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１．課題の名称等  

研究開発課題名  ： 
脱炭素型木材活用のためのトライボケミカル反応による表面処理技術

の開発 

研 究 責 任 者 ： 大谷 忠（東京学芸大学） 

 

２．研究開発の目的 

脱炭素循環型社会の構築には、より長期間の木材利用による炭素固定が不可欠となる。本研究開

発では、木材の腐る、燃えるといった欠点が、長期利用や利用範囲拡大を困難にしている側面に注目

し、木材のわずか表層部のみを高速で摩擦処理し、摩擦時に発生するトライボケミカル反応を利用し

て、耐久性を向上させ、木材の長期利用を可能にする技術シーズに発展することを目的とする。木材

表面の高速摩擦時における温度制御技術、超平滑化技術、化学変化の知見を利用し、摩擦時のトラ

イボケミカル反応の特性解明、その反応を利用した木材表面へのフッ素成分等の付与、表層への不

燃膜の形成を試みることで、木材に超撥水性と不燃性を持たせる技術開発が目的にある。 

 

３．研究開発の概要 

3-1. 研究開発の実施概要 

本研究開発は、技術シーズである“木材表層を高速で摩擦処理することによって生じる熱的・機械的

エネルギーを最大限に活用し、トライボケミカル反応を引き起こす表面処理手法”を発展させることに

ある。木材表面に超撥水性や不燃性の機能を付与し、木材の長期利活用を可能にする製造技術の基

盤を構築することを目標とした。その結果、実用的な利用スケールの木材表面に対して、高速摩擦処

理により超平滑化とトライボケミカル反応を引き起こすことに加え、微細形状を施すことで、超撥水木材

表面の生成に成功した。一方、不燃性表面の生成は、ガラス成分を添加しトライボケミカル反応を引き

起こすことで、一定程度の不燃性向上は認められたが、現段階では不燃材の基準を満たすまでには

至らなかった。 

 

3-2. 今後の展開  

本研究開発により、実用的な利用スケールの木材表面に対して摩擦処理を行うための実証を行っ

た。その開発において、技術シーズである高速摩擦処理の実用スケールの木材に対する適応とトライ



 

ボケミカル反応の詳細を分析した。さらに、木材表面の超撥水化および簡易不燃性試験において一定

程度の成果を得ることができた。これらの結果に加え、本研究開発期間中に技術シーズに関わる特許

の申請を行ったことから、今後は当該特許の権利化および木材加工機械の製造等を行う企業と連携

することで、事業化への発展を試みることが課題となる。 

 


